
 

 

２０２０年 １０月１９日 

 

モーリシャス沖で発生した重油流出事故に対する 

油吸着材の無償支援について 

 

帝人株式会社（本社：大阪市北区、社長：鈴木 純）は、貨物船「WAKASHIO

（わかしお）」がインド洋のモーリシャス島沖で座礁したことにより流出した

燃料油の除去作業を支援するため、帝人グループで繊維素材および製品を製造･販売

する帝人フロンティアが展開している高性能油吸着材「オルソーブ」500 ㎏

（油吸着量約 10 トン分）を、現地で環境回復に取り組む株式会社商船三井を

通じて、モーリシャス共和国政府へ寄贈することを決定しました。 

 

 

 

 

 

■「オルソーブ」について 

製品概要：油吸着シート 

素 材：ポリプロピレン繊維不織布 

特 徴：自重の約 20倍の油を吸着でき、ちぎれにくく、油のふき取り作業も可能 

 

帝人グループは、このたびの海洋汚染からの回復へ貢献するとともに、

今後もさまざまな環境問題に取り組んでいきます。 

以  上 

【 当件に関するお問合せ先 】 

帝人株式会社 コーポレートコミュニケーション部 TEL:(03)3506-4055 


